
研修プログラム：科目一覧 　2022.9.13

1コマ：60－90分

　　　　                　 ●　：技術トレーニングを含む講義です。

オリエンテーション A1
歯科衛生士としての基本姿勢と態度
コミュニケーション(グループワーク）【必須】

A2
生体機能管理技術【必須】
バイタルサイン

A3 全身疾患と口腔衛生管理【必須】

歯科衛生士として必要な基本姿勢と態度を身につけ
る。
主体的な自己学習を計画できる。
自己の学習内容をみつける。
自己の課題に向けて、必要な情報を収集し解決に向
けて行動する。

歯科衛生士としての自覚と責任ある行動する。
職場でのコミュニケーションスキルとストレスマネージメ
ントについて身につける。キャリア形成に関する考察を
する。チーム医療の役割について理解する。

バイタルサイン(呼吸・脈拍・体温・血圧)を正確に測定する技術
を身につける。
バイタルサインの基礎的知識を理解する。

全身疾患（糖尿病、心疾患、脳梗塞、がん）の病態や
治療法を
全身疾患と口腔内状態・歯科疾患との関係について
理解する。

A4 リラクセーション技法【必須】 A5 カウンセリングスキル【必須】 A6 医療安全管理【必須】 A7 ●救命救急処置技術【必須】

リラックスするための呼吸法および自律訓練法等に
ついて実施する。補完代替療法のリラクセーションに
ついて口腔を用いたリラクセーションの臨床的活用
法を理解する。
患者中心のサービスであることを認識する。
歯肉マッサージについて理解する。

他者との関わりを受容的・共感的態度で接する。
歯科心身症患者について説明する。
カウンセリングマインドを身につける。
医療職間で信頼関係を築き、協働する。

医療安全管理指針、医療事故防止と対応、規定に沿った医療
廃棄法について理解する。
病院、診療所と在宅診療における医療安全管理上の注意点に
ついて理解する。

意識レベルの把握、気道確保・人工呼吸、閉鎖式心臓
マッサージの技術を習得する。
緊急時の応援要請法について学ぶ。

A8 口腔機能低下症 A9 感染予防技術 A10 全身管理と周術期等の口腔管理 A11 フッ化物局所応用実習

加齢や疾患に伴う口腔機能低下のメカニズムを理解
する。
口腔機能向上に関する歯科衛生士の役割を理解す
る。

洗浄・消毒・滅菌法とその選択について、無菌操作およ
び標準予防策の実施、感染対策用防護用具(手袋・ゴー
グル・ガウン等の選択と使用法)について理解する。

がん患者における支持療法について理解する。
術後の回復期・維持期等における口腔管理法について知る。

フッ化物の基礎知識と取り扱い時の注意点を知る。
知覚過敏抑制剤(MSコート、ジェル等)を含めて、知
覚過敏予防法・対処法について理解する。
フッ化ジアンミン銀の効果と塗布法を理解する。

A12 口腔衛生指導 A13 禁煙支援 A14 集団指導(妊婦教室見学) A15 歯科衛生過程

口腔清掃用具について理解する。
個別の口腔内や生活背景、リスクに応じた指導法に


